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※複数建物タイプ（複数立地）、複合用途タイプ（店舗、事務所等）については、上
　記のタイプと併せて検討します。 

駐在（定時） 常駐（24 時間）

第2編　　標準マニュアル　

１．　標準マニュアル 

■住宅タイプの参考目安 

項　目 小規模住宅タイプ 大規模住宅タイプ 
防災センター 無し
設 備 特に無し
階 数 19 階程度以下（階段での移動が可能） 20 階程度以上（階段での移動が困難） 
管 理 人 

そ の 他 

　震災時における活動マニュアルの標準的なモデルを記載します。このモデルを参考にし、お住まいの
住宅タイプや規模に応じたマニュアルづくりを進めていきます。
　基本は、フロア単位で活動します。しかし大規模住宅では各フロアから情報のやりとりをすると、
情報が一極に集中し、混乱することが予想されるため、対策本部との情報連絡は、複数階単位で情報
連絡の拠点となる階を設けます。
　震災時の活動の大きな流れは共通していますが、高層住宅の規模の違い、複数立地の共同住宅の「複
数建物」、店舗や事務所が含まれる「複合用途」等、様々な条件があります。このマニュアルでは、
住宅を対象とし、下表に示す高層住宅の規模を考慮し作成しています。規模による違いの詳細は、第
３編P84、「複数建物」および「複合用途」は第３編P108に掲載しています。

有り（機器使用可）
各フロアに非常用電話有り
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第2編　　標準マニュアル　

２．　標準マニュアルの構成 
以下の構成を基本として、標準マニュアルを記載します。

項   目 

活動の基本 

活 動 項 目 

活 動 内 容 

マニュアル作成のポイント
（事前に検討すべき事項など） 

　大地震が発生した時、まず、自分の身の安全の確保、家族の状況確認、住戸の
安全確認を行います。慌てず落ち着いて行動することが大切になります。

▼家具類の転倒や物の落下から身を守るために、机の
　下などで揺れがおさまるのを待ちます。
　 

ﾁｪｯｸ

ﾁｪｯｸ

ﾁｪｯｸ

▼まずは身の安全を確保し、次に火元を確認します。
▼火災が発生した場合は、落ちついて消火器等で
　初期消火を行います。  
　

 

▼揺れがおさまった後に避難できるように、窓や玄関の戸
　を開け、避難路を確保します。 

自分と家族の身の安全を確保

避難路を確保  

１．各住戸の活動

揺れがおさまったら、火元の確認 Point

・マイコンメーターが設
  置されている住宅は、
   地震の際、ガスが自動
  的に遮断されます（基
  本は震度５相当以上）。
  　事前に確認しましょう。
  
   




